
CD-ROM「県原子力緊急時対応シミュレータ」 
を活用した実践的な原子力防災研修について 

Ｈ１９．５．１７  

生活環境部原子力安全対策課  

県では，原子力災害時の応急対策能力向上を目的に，全国に先駆けて CD-RO
Ｍ「県原子力緊急時対応シミュレータ」を作成しました。 
当該シミュレータは，本日（5月 17日），庁内ＬＡＮ上に掲載し全職員の誰も
が当該シミュレータにアクセスして学習できるようにするとともに，当該シミ

ュレータを初めて活用した災害対策本部事務局員の研修会を今後開催して，県

職員の原子力災害対応能力の強化を図ってまいります。 
 また，関係市町村や防災関係機関等へこの CD-ROMを配布し，関係職員の研
修会等において積極的に活用していただくよう，周知してまいります。 

１ CD-ROM の概要 [全体映像等は2時間，各班映像等は30分程度の内容] 

⑴ 職員が自由な時間に，当該CD-ROMが掲載された行政情報ネットワークに

アクセスし，学習できるシステム 

⑵ 職員が自由にコース＊を選択して，事故の進展に応じた各班の応急対策活

動を習得できるカリキュラム  ＊ 原子力対策部，本部事務局など５コース 

⑶ 新任者にも原子力防災に関する知識をわかりやすく学習できる基礎コー

スを設置 

⑷ 原子力発電所を対象にした災害について，トラブル段階から事後対策ま

で習得できる体系的なカリキュラム 

⑸ 過去の訓練の動画映像や音声を交え臨場感のある学習ができるとともに，

理解の程度を確認できるテスト問題を設定 

２ 今後の活用内容 

⑴ 行政情報ネットワークを利用したｅラーニング＊１ 

当該シミュレータを行政情報ネットワークに掲載し，職員がアクセスし

学習することにより，庁内の原子力災害対応能力の向上を図って参ります。 
併せて，当該シミュレータを活用した研修会を開催し，原子力災害対応

能力の強化を図ってまいります。 
＊１ 「ｅラーニング」 パソコンやコンピュータネットワークなどを利用して教育を行なうこと。 

⑵ 防災関係機関への配付 

当該 CD-ROMを関係市町村や防災関係機関等＊２へ配付し，所属職員間

で積極的に利用していただくよう依頼することにより，原子力災害対応能

力の一層の向上を図ってまいります。 

   ＊２ 配付対象機関 
原子力施設所在市町村       ４ 陸上自衛隊           １ 
同 隣接市町村          ５ 茨城海上保安部         １ 
同 所在及び隣接市町村の消防機関  ９ 原子力事業所         １９ 
県警察本部・所轄署        ８ 合計    47機関 
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３ スケジュール 

平成19年5月17日 行政情報ネットワーク掲載 

県原子力災害対策本部研修会(第1回) 於災対室 

防災関係機関へ配付 

9月   県原子力災害対策本部研修会(第2回) 於災対室 
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